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孤独感は、うつ病や不安症、自殺率など多様なメンタルヘルス問題と関連する主観的体験であり、客

観的な社会的孤立とは区別される(Beutel et al., 2017; 林, 2024)。孤独感が高い人は社会的つなが

りを求める一方で、否定的情動への過敏さから対人回避を示すというパラドックスが指摘されている

(Hawkley & Cacioppo, 2010。また、認知的再評価の少なさも関連しており、交流機会の増加だけでな

く認知的側面への介入が重要と考えられる。近年、対面での他者との関わりを必要としない介入として

Internet Cognitive Behavioral Therapy（ICBT）が注目されている。本研究では、孤独感に対する ICBT

の先行研究を概観し、その有効性と限界、今後の課題を検討することを目的とした。英語または日本語

で全文入手可能な原著論文を対象に、孤独感と ICBT を扱った研究を文献検索した。海外文献は PubMed

および Web of Science、国内文献は J-STAGEを用いた。検索は 2025 年 3月 31 日に実施した。 

最終的に 6 件の研究が選定された。無作為化比較試験を用いた研究では、孤独感に特化した ICBT や

セルフヘルプ型 ICBT により、孤独感の有意な低下が報告されていた。また、抑うつや社会不安といっ

た関連症状の改善も示されていた。一方、ICBT に含まれる心理教育的知識の獲得と孤独感の変化との

間には明確な関連が認められなかった。高齢者を対象とした研究では、支援者を伴う ICBT において高

い完遂率と孤独感の改善が示されたが、国内の ICT 介入研究では有意な効果は確認されなかった。先

行研究から、構造化された ICBT は孤独感の高い人に対して一定の有効性を示し、その効果が中長期的

に維持される可能性が示唆された。また、遠隔介入であっても人的支援を伴う場合、離脱率が低く実施

可能性が高いことが示された。一方で、孤独感を主要アウトカムとした研究は少なく、測定尺度の違い

や介入内容の多様性により結果の一般化には慎重さが求められる。さらに、ICBT のどの要素が孤独感

の改善に寄与したのかは明確でない。今後は、より簡便で短期間の ICBT の効果検証や、孤独感のどの

側面を対象とするのかを明確にした研究を行うことで、孤独感に対する認知的介入のメカニズム解明

が進むと考えられる。 
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